
１
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
が
占
領
期
間

（
一
九
四
五
〈
昭
和
二
〇
〉
年
八
月
〜
一
九
五
二
〈
昭
和
二
七
〉
年
四
月
）
を

通
じ
て
言
論
の
統
制
を
行
う
こ
と
に
な
る
十
カ
条
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
（「
日
本

新
聞
遵
則
〈
日
本
出
版
法
・P

ress
C

ode
for

Japan
」〉）
を
発
出
し
た
の

は
、
四
五
年
九
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
り
、
プ
レ
ス
コ
ー
ド
を
実
際
に
運
用
し

検
閲
に
当
た
っ
た
の
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（
民
間
検
閲
支
隊
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
検
閲
に
対
し
て
、
原
爆
に
関
し
て
と
く
に
厳
し
か
っ
た
と
い
う
言
説
が

一
般
に
流
布
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
近
年
の
も
の
を
上
げ
た
だ
け
で
も
、

「『
近
代
文
学
』
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
原
子
爆
弾
に
関
す
る
記
事
の

発
表
を
禁
止
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
の
検
閲
を
考
慮
し
、

（
注
・
「
夏
の
花
」
の
）
発
表
を
差
し
控
え
た
。

（
注
１
）」、

あ
る
い
は
「
大
田
洋
子
自

身
も
『
山
上
』（『
群
像
』
五
三
年
五
月
号
）
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
『
原
爆
』
に
関
す
る
作
品
や
言
説
に
対
し
て
厳
し
い
『
検
閲
』

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
注
２
）」

な
ど
が
あ
る
。
わ
た
し
自
身
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う

に
述
べ
て
き
た
。
自
己
弁
護
は
別
に
し
て
、
占
領
下
の
検
閲
の
実
態
は
極
力
秘

匿
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
に
配
布
さ
れ
た
「
雑
誌
及
ビ
定
期
刊
行
物

ノ
事
前
検
閲
ニ
関
ス
ル
手
続
」
の
第
九
条
に
は
、「
訂
正
ハ
常
ニ
必
ズ
製
作
ノ

組
直
シ
ヲ
以
テ
ナ
ス
ベ
ク
、
絶
対
ニ
削
除
箇
所
ヲ
イ
ン
キ
ニ
テ
抹
消
シ
、
余
白

ト
シ
テ
ノ
コ
シ
、
或
ハ
ソ
ノ
他
ノ
方
法
ヲ
以
テ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
尚
、
ゲ
ラ
刷

ヲ
提
出
セ
ル
後
ハ
、
当
検
閲
部
ノ
承
認
ナ
キ
追
加
又
ハ
変
更
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得

ズ
」
と
あ
り
、
こ
の
条
を
補
う
も
の
と
し
て
出
版
社
に
配
布
さ
れ
た
注
意
書
第

一
条
に
は
「
削
除
を
指
令
さ
れ
た
る
場
合
は
左
の
如
き
行
為
を
せ
ず
必
ず
組
み

変
え
印
刷
す
る
こ
と
　
１
、
墨
に
て
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
　
２
、
白
紙
を
は
る
こ

と
　
３
、
○
○
○
等
に
て
埋
め
る
こ
と
　
４
、
白
く
ブ
ラ
ン
ク
に
す
る
こ
と

５
、
頁
を
破
り
取
る
こ
と
」
と
あ
り
、
第
六
条
に
は
「
ゲ
ラ
刷
の
‖
＝
○
□
×

等
の
記
号
は
出
来
得
る
範
囲
で
こ
れ
を
避
け
も
し
止
む
を
得
ず
使
用
す
る
場
合

に
は
必
ず
真
の
意
味
す
る
『
仮
名
』
又
は
『
漢
字
』
を
も
つ
て
書
き
込
む
こ

と
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
検
閲
の
実
態
は
最
初
か
ら
そ
の
痕
跡
を
隠
し
、

秘
匿
さ
れ
る
よ
う
は
か
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
特
に
満
州
事
変
勃
発
以
降
、
内
閣
情
報

委
員
会
（
の
ち
内
閣
情
報
部
と
な
り
、
さ
ら
に
情
報
局
に
拡
大
さ
れ
る
）
に
よ

－ 1－

｜
｜
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（
民
間
検
閲
支
隊
）
の
検
閲
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

岩
　
崎
　
文
　
人

（
注
３
）



る
厳
し
い
言
論
統
制
が
行
わ
れ
た
。
上
林
　
暁
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
の
若
い
読
書
子
に
は
、
伏
字
と
言
つ
て
も
何
の
こ
と
か
解
ら
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
以
前
は
出
版
物
に
対
す
る
内
務
省
の
検
閲
が
厳
し
く
行
は
れ

て
、
危
険
と
思
は
れ
さ
う
な
箇
所
は
、
編
集
部
で
抹
殺
し
て
、
雑
誌
を
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
伏
字
と
言
つ
た
。
伏
字
を
す

る
に
は
、
…
…
…
や
×
×
×
×
な
ど
の
記
号
を
用
ひ
、
そ
れ
が
べ
た
一
面
に

な
る
こ
と
も
あ
つ
た
。

そ
れ
が
余
り
頻
々
で
、
目
障
り
に
な
る
に
つ
れ
て
、
方
法
を
変
へ
て
、
そ

こ
だ
け
空
白
で
残
す
こ
と
も
あ
つ
た
。（
略
）

伏
字
に
す
る
箇
所
は
、
広
範
に
わ
た
つ
て
ゐ
た
。
不
敬
、
反
軍
、
反
戦
、

平
和
、
革
命
、
私
有
財
産
の
否
定
、
姦
通
、
猟
奇
、
風
俗
壊
乱
そ
の
他
、
の

字
句
、
思
想
、
描
写
に
及
ん
だ
。

い
ま
こ
こ
に
、
昭
和
初
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
伏
せ
字
の
実
態
を
示
す
材

料
（
注
５
）が

あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

『
何
だ
失
敬
な
、
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
、
×
×
×
×

×
×
×
×
×
、
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
』

木
下
尚
江
の
『
火
の
柱
』
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
改
造
社
版
の
「
現
代
日

本
文
学
全
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
伏
せ
字
の
部
分
を
起
こ
す

と
、『
何
だ
失
敬
な
、
社
会
の
富
を
盗
ん
で
一
人
の
腹
を
肥
や
す
の
だ
、
彼
の

煉
瓦
の
壁
の
色
は
、
貧
民
の
血
を
以
て
塗
つ
た
の
だ
』
と
な
る
。
い
ま
こ
こ
で

詳
述
は
し
な
い
が
、
こ
の
作
品
は
多
く
の
箇
所
に
伏
せ
字
が
施
さ
れ
て
い
る
。

検
閲
（
自
主
）
の
痕
跡
は
右
に
示
し
た
と
お
り
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
当
時
、

類
縁
の
文
章
が
編
集
部
の
手
に
よ
り
伏
せ
字
に
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
推
量
し
う
る
。
こ
う
し
た
検
閲
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
の
行
っ
た
検
閲
は

巧
妙
で
、
検
閲
の
痕
跡
は
い
っ
さ
い
消
去
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

占
領
下
の
検
閲
研
究
の
道
を
切
り
ひ
ら
い
た
の
は
江
藤
　
淳
の
『
閉
さ
れ
た

言
語
空
間
占
領
軍
の
検
閲
と
戦
後
日
本
』（
文
芸
春
秋
、
平
成
元
年
・
８
）
で

あ
り
、
原
爆
表
現
に
対
す
る
検
閲
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
堀
場
清
子

『
禁
じ
ら
れ
た
原
爆
体
験
』（
岩
波
書
店
、
平
成
７
・
５
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
資
料

「
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
」
を
現
地
で
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
一

般
の
研
究
者
に
と
っ
て
簡
単
に
目
に
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
雑
誌
類
が
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
、
市
販
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
本
稿
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
実
際
の
検
閲
指
摘
は
色
鉛
筆
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
カ
ラ
ー
で
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
は
今
ひ
と
つ
わ
か

り
に
く
い
面
が
あ
る
。
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
確
実
に
言

及
で
き
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
を
め
ぐ
る
表
現
は
、
は
た
し
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

「
厳
し
く
」、「
禁
じ
ら
れ
」
て
い
た
の
か
。

本
稿
は
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
の
広
島
県
雑
誌
四
八
一
誌
す
べ
て
を
と
り
あ

げ
、
ヒ
ロ
シ
マ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
か
に
つ
い
て

報
告
す
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
表
現
・
言
説
が
指
摘
を
受
け
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る

（
注
６
）。
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２

「
原
子
爆
弾
」「
原
爆
」「
ピ
カ
ド
ン
」「
ピ
カ
」「
ア
ト
ム
」「
原
子
沙
漠
（
砂

漠
）」「
焼
野
原
（
ヒ
ロ
シ
マ
と
推
定
で
き
る
も
の
）」「
焼
跡
（
同
上
）」「
八
月

六
日
」「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
語
を
含
む
文
章
（
以
下
、
便
宜
に
ヒ
ロ
シ
マ
言
説
と

記
す
。
た
だ
し
、
学
校
沿
革
史
等
に
記
載
さ
れ
た
も
の
、
英
会
話
用
の
対
訳
に

現
出
し
た
も
の
等
を
除
く
）
は
広
島
県
雑
誌
四
八
一
誌
の
う
ち
三
一
三
箇
所
／

作
品
（
編
集
後
記
等
も
一
作
品
と
す
る
）
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
検
閲
に
よ

り
指
摘
を
受
け
た
も
の
（
傍
線
、
棒
線
、
∨
印
な
ど
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
）
は
、

次
に
あ
げ
る
二
一
箇
所
（
年
代
順
）
で
あ
る
。

１
　
折
坂
多
賀
子
「
題
名
判
読
不
能
」〈
詩
〉（「
新
椿
」
昭
和
21
・
７
）

２
　
藤
原
　
□
□
「
蜩
」〈
短
歌
〉（「
渓
流
」
昭
和
21
・
８
）

３
　
山
本
　
康
夫
「
原
子
爆
弾
の
こ
ろ
」〈
随
筆
〉（「
瀬
戸
内
海
」
昭
和

21
・
８
）

４
　
吉
村
　
忠
義
「
広
島
戦
災
一
週
年
記
念
を
迎
へ
る
」〈
随
筆
〉（「
太
玄
」

昭
和
21
・
10
）

５
　
大
矢
　
正
巳
「
牝
鶏
時
を
告
ぐ
」〈
随
筆
〉（「
砂
塵
」
昭
和
21
・
12
）

６
　
松
本
人
百
次
「
川
尻
の
一
角
」〈
随
筆
〉（「
黎
明
」
昭
和
22
・
１
）

７
　
春
日
　
　
新
「
十
三
夜
の
月
」〈
小
説
〉（「
砂
陣
」
昭
和
22
・
１
）

８
　
大
田
　
洋
子
「
青
春
の
頁
」〈
小
説
〉（「
新
椿
」
昭
和
22
・
３
）

９
　
桂
木
　
千
文
「
面
影
」〈
随
筆
〉（「
沼
田
川
」
昭
和
22
・
４
）

10

田
辺
　
節
子
「
広
島
市
を
訪
ね
て
」〈
短
歌
〉（「
燎
原
」
昭
和
22
・
４
）

11

益
田
　
礼
吉
「
チ
ャ
ン
バ
レ
ン
曹
長
」〈
短
歌
〉〈「
真
樹
」
昭
和
22
・

６
）

12

マ
ツ
ク
・
ミ
ラ
ン
「
キ
リ
ス
ト
教
と
広
島
の
将
来
」〈
随
筆
〉（「
大
広

島
」
昭
和
22
・
７
）

13

福
原
　
睦
夫
「
無
題
」〈
短
歌
〉（「
一
心
」
昭
和
22
・
８
）

14

竹
友
美
代
子
「
無
題
」〈
短
歌
〉（「
ひ
め
か
ゞ
み
」
昭
和
22
・
９
）

15

若
瀬
　
　
遼
「
広
島
の
記
憶
」〈
詩
〉（「
沼
田
川
」
昭
和
22
・
11
）

16

山
下
　
利
孝
「
犠
牲
者
」〈
小
説
〉（「
沼
田
川
」
昭
和
23
・
２
）

17

小
西
　
道
善
「
知
ら
な
い
幸
福
」〈
詩
〉（「
ユ
ー
カ
リ
」
昭
和
23
・
３
）

18

枡
井
　
迪
夫
「
原
爆
特
輯
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ス
イ
の
『
広
島
』」〈
論
説
〉

「
ひ
ろ
し
ま
」
昭
和
23
・
６
）

19

向
井
　
正
江
「
原
爆
当
時
を
偲
び
て
」〈
短
歌
〉（「
赤
い
屋
根
」
昭
和

23
・
12
）

20

赤
い
灯
「
主
張
!!
『
公
共
の
利
益
と
は
？
』」（「
橘
」
昭
和
23
・
□
）

〈
212
〉

21

三
輪
　
□
一
「
無
題
」〈
俳
句
〉（「
中
国
電
気
工
事
労
組
機
関
紙
」
昭

和
24
・
７
）

こ
の
う
ち
欄
外
に
英
文
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
も
の
は
（
４
）【V

io
la

tio
n

d
istu

rb
p

u
b

lic
tran

q
u

ility

】、（
５
）【
判
読
不
能
】、（
６
）【
判
読
不
能
】

（
８
）【A

-b
om

b

】【d
isastrou

s
scen

e
b

y
b

om
b

】、（
９
）【A

-B
om

b

】、

（
12
）【A

-b
om

b

】【C
en

sorsh
ip

】、（
16
）【In

citem
en

t
to

U
n

rest

】、

（
17
）【im

p
eria

listic

】【
判
読
不
能
】、（
18
）【rea

ctio
n

to
F

o
reig

n

article

】【Im
perialfam

ily

】
の
九
箇
所
で
あ
る
。
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ま
ず
、（
４
）（
５
）（
６
）（
９
）（
12
）（
18
）
の
随
筆
（
論
説
を
含
む
）
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。（
５
）（
６
）
は
英
文
判
読
が
不
能
で
あ
り
、（
18
）
は

直
接
原
爆
言
説
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、（
４
）（
９
）

（
12
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。（
４
）
の
吉
村
忠
義
「
広
島
戦
災
一
週
年
記

念
を
迎
へ
る
」
に
対
し
て
は
【V

iolation
distu

rb
pu

blic
tran

qu
ility

】（
公

共
の
安
寧
、
秩
序
を
乱
す
）
と
あ
る
。
ガ
リ
刷
り
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
す
べ

て
を
翻
字
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
広
島
県
雑
誌
全
四
八
一
誌
の
う
ち
、
印
刷
所
に
よ
る

謄
写
版
印
刷
あ
る
い
は
活
字
印
刷
は
二
六
三
誌
で
、
残
り
の
二
一
八
誌
は
素
人

の
手
に
な
る
謄
写
版
印
刷
で
あ
る
。

戦
に
敗
れ
た
山
河
に
季
は
巡
り
て
、
早
や
終
戦
一
週
年
が
来
る
。
然
し
□

□
□
□
八
月
六
日
、
こ
れ
こ
そ
広
島
市
民
に
と
つ
て
恐
怖
と
惨
劇
の
ど
ん
底

に
突
き
落
と
さ
れ
た
□
世
紀
の
□
□
と
銘
打
つ
た
原
子
爆
弾
が
投
下
せ
ら
れ

た
一
週
年
記
念
が
来
る
の
で
あ
る
。
広
島
市
で
は
当
日
□
□
□
□
□
の
追
悼

会
や
ら
色
々
な
催
が
く
り
展
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
が
、
□
□
に
原

子
爆
弾
の
初
め
て
の
犠
牲
者
で
あ
る
□
□
□
に
対
し
追
悼
し
法
要
し
て
も
尚

慰
め
足
ら
ざ
る
気
持
が
一
杯
で
あ
る
故
に
色
々
の
形
に
な
つ
て
催
と
な
る
の

で
あ
る
と
思
ふ
。
家
に
□
□
□
□
□
あ
の
日
あ
の
時
を
想
起
す
る
度
に
肌
に

□
を
生
じ
る
の
は
、
当
時
居
合
せ
た
者
万
人
が
万
人
同
様
で
あ
ろ
う
。
灼
熱

の
閃
光
と
強
力
な
爆
風
｜
｜
瞬
時
に
し
て
幾
万
の
生
命
を
□
つ
た
□
の
一
発

の
弾
｜
｜
私
は
思
ふ
の
で
あ
る
。
世
界
中
の
□
□
□
□
当
時
の
阿
修
羅
の

惨
状
□
□
□
現
す
だ
け
が
□
□
□
な
い
で
あ
ら
う
こ
と
を
｜
｜
我
々
は
哭
も

し
た
。
悲
□
□
し
た
。
□
□
□
□
□
し
た
。（
一
行
判
読
不
能
）
で
は
な
か
つ

た
ら
う
か
？
原
子
爆
弾
の
出
現
に
よ
り
世
界
に
□
□
平
和
が
や
つ
と
来
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
が
、
肉
親
を
失
い
家
を
焼
か
れ
た
広
島
市
民
に
は
原
子
爆

弾
の
出
現
が
平
和
を
（
一
行
判
読
不
能
）
供
せ
ら
れ
た
不
幸
事
か
判
断
に
迷
ふ

の
で
あ
る
。

被
爆
一
年
後
、
八
月
六
日
を
ふ
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
言
説
と

し
て
は
、「
灼
熱
の
閃
光
と
強
力
な
爆
風
」
に
よ
っ
て
「
瞬
時
に
し
て
幾
万
の

生
命
」
が
奪
わ
れ
、
街
は
「
阿
修
羅
の
惨
状
」
を
呈
し
て
い
た
、
と
い
っ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
検
閲
指
摘
で
あ
る
。

英
文
の
注
記
は
な
い
も
の
の
、
検
閲
の
指
摘
が
あ
る
（
３
）
山
本
康
夫
「
原

子
爆
弾
の
こ
ろ
」（
昭
和
21
・
８
）
も
同
じ
く
一
年
前
を
振
り
返
っ
て
の
も
の

で
、
さ
ほ
ど
の
表
現
上
の
差
違
は
な
い
。

は
げ
し
い
空
襲
続
き
の
疲
労
か
ら
原
子
爆
弾
の
衝
撃
、
子
供
の
戦
災
死
、

そ
し
て
敗
戦
、
さ
ら
に
何
十
年
ぶ
り
と
い
は
れ
る
風
害
、
水
害
と
矢
継
早
に

責
め
さ
い
な
む
災
禍
は
た
し
か
に
人
間
の
考
へ
を
逸
脱
し
て
ゐ
た
。

（
中
略
）

私
は
原
子
爆
弾
で
む
ご
く
焼
け
死
ん
だ
□
中
生
徒
だ
つ
た
子
供
の
幻
影
追

ひ
な
が
ら
、
わ
づ
か
の
暇
を
見
つ
け
て
習
字
を
し
た
。

（
中
略
）

子
供
を
奪
は
れ
た
胸
の
う
づ
き
は
到
底
癒
ゆ
べ
く
も
な
い
。
否
む
し
ろ
年

月
と
共
に
□
へ
の
恨
み
は
と
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
ゆ
く
や
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に

た
ゞ
自
分
へ
さ
さ
や
く
唯
一
の
安
ら
ぎ
の
言
葉
が
あ
る
。

「
原
子
爆
弾
で
倒
れ
た
広
島
の
戦
災
死
者
こ
そ
世
界
永
遠
の
平
和
の
使
徒
で
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あ
る
」
と
。

が
し
か
し
、
こ
う
し
た
表
現
が
す
べ
て
検
閲
の
指
摘
を
受
け
た
か
と
言
え
ば

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

ぼ
く
が
ご
は
ん
を
い
た
だ
い
て
ゐ
た
時
で
し
た
。
お
も
て
の
方
を
み
た
時

に
「
ぴ
か
つ
」
と
ひ
か
つ
て
、
あ
つ
と
思
ふ
の
と
い
つ
し
よ
に
目
の
前
が
ま

つ
く
ら
く
な
り
ま
し
た
。「
が
ち
や
つ
」
と
大
き
な
音
が
し
て
、
頭
の
上
に

な
に
か
お
ち
て
き
て
、
ぼ
く
は
い
き
を
す
る
の
も
く
る
し
く
て
た
ま
ら
な
く
、

口
の
中
に
土
の
や
う
な
も
の
が
は
い
つ
て
き
も
ち
が
わ
る
く
「
お
か
あ
さ

ん
。」
と
さ
け
ん
で
な
き
ま
し
た
。
す
る
と
お
と
う
さ
ん
が
「
し
づ
か
に
し

て
を
り
な
さ
い
。」
と
、
大
き
な
こ
ゑ
で
い
は
れ
ま
し
た
。「
目
を
つ
ぶ
つ
て

ゐ
る
か
、
あ
け
て
は
い
け
な
い
。」
と
い
つ
て
「
あ
か
る
く
な
つ
た
ら
す
ぐ

に
げ
よ
う
。」
と
い
は
れ
ま
し
た
。「
こ
ど
も
は
み
な
い
る
か
。」
と
い
は
れ

た
の
で
に
い
ち
や
ん
、
ね
え
ち
や
ん
、
ぼ
く
た
ち
が
大
き
な
こ
ゑ
で
「
は
い
。」

と
答
へ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
う
ち
が
ば
く
だ
ん
で
や
ら
れ
た
の
か
と
思
つ
て
し

ん
ぱ
い
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ガ
ラ
ス
ま
ど
の
と
こ
ろ
が
、
う
す
あ
か

る
く
な
つ
た
の
で
、
目
を
あ
け
て
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
と
お

か
あ
ちマ
マ

ん
お
ぢ
い
ちマ
マ

ん
は
け
が
を
し
て
ち
が
た
く
さ
ん
出
て
ゐ
ま
し
た
。
ぼ

く
は
け
が
を
し
て
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
は
、「
お
か
あ
さ
ん
痛
い
で
す

か
。」
と
い
ひ
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
な
に
を
か
ん
が
へ
て
お
ら
れ
た

の
か
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
み
て
、
へ
ん
ぢ
が
な
く
、
だ
ま
つ
て
ゐ
ま
し
た
。

そ
の
時
ま
た
お
と
う
さ
ん
が
「
み
ん
な
け
が
は
な
い
か
。」
と
た
づ
ね
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
み
な
が
、「
け
が
は
し
て
ゐ
ま
せ
ん
。」
と
い
ひ
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
が
「
早
く
逃
げ
よ
う
。」
と
や
ね
の
か
は
ら
の
上
を
あ
る
い
て

出
ま
し
た
。
出
て
見
て
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
と
は
ま
つ
白
く
な
つ
て
家

は
み
な
つ
ぶ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。
ぼ
く
の
お
ぢ
い
さ
ん
は
頭
を
ひ
ど
く
け
が

を
し
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
と
で
は
お
や
を
た
づ
ね
る
子
ど
も
、
子
ど
も
を
た
づ

ね
る
人
で
お
う
さ
う
ど
う
で
す
。
比
治
山
へ
逃
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
江
波

の
佐
々
木
さ
ん
の
家
へ
あ
る
い
て
い
き
ま
し
た
。
い
く
み
ち
で
馬
が
二
ひ
き

し
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
橋
の
上
や
み
ち
ば
た
に
も
や
け
ど
や
、
け
が
人
が
た
く

さ
ん
ゐ
ま
し
た
。
ま
た
し
ん
だ
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
江
波
へ
い

く
ま
で
に
水
ど
う
の
水
の
出
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
水
を
の
ん
で
つ
い
た
時
に

は
、
は
ら
が
へ
つ
て
、
足
は
い
た
く
佐
々
木
の
を
ぢ
さ
ん
が
「
よ
く
き
た
ね

け
が
が
な
く
て
よ
か
つ
た
。」
と
い
つ
て
ぼ
く
の
頭
を
な
で
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。（「
八
月
六
日
の
思
ひ
出
」
広
島
市
比
治
山
校
初
二
　
河
村
啓
義

（
注
７
））

被
爆
し
た
子
ど
も
達
（
小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
）
の
手
記
と
い
え

ば
、
長
田
　
新
編
の
『
原
爆
の
子
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
26
・
10
）
が
著
名
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
原
爆
手
記
の
執
筆
と
い
う
要
請
を
受
け
て
の
も
の
で
あ

り
、
自
主
的
に
書
か
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
に
対
し
て
こ
こ
に
あ
げ
た

小
学
校
二
年
の
河
村
文
は
、
特
集
が
組
ま
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
雑
誌
に

お
そ
ら
く
自
主
的
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
貴
重
で
あ
る
。
発
表
の

時
期
と
い
っ
た
点
で
言
え
ば
、
山
本
康
夫
「
原
子
爆
弾
の
こ
ろ
」
が
一
九
四
六

（
昭
和
二
一
）
年
八
月
、
河
村
文
は
、
吉
村
忠
義
の
「
広
島
戦
災
一
週
年
記
念

を
迎
え
る
」
の
発
表
と
同
じ
同
年
一
〇
月
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
河
村
文
は
、
被

爆
体
験
も
生
々
し
い
翌
年
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
、

原
爆
被
投
下
の
瞬
間
、
父
母
、
祖
父
の
負
傷
、
家
屋
が
倒
壊
し
た
街
の
様
子
、
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比
治
山
さ
ら
に
江
波
へ
の
避
難
行
、
途
中
で
目
撃
し
た
多
く
の
負
傷
者
・
死

者
、
馬
の
死
体
と
的
確
な
描
写
が
あ
り
迫
真
性
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
河

村
文
は
何
等
の
指
摘
も
受
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

の
ち
の
こ
と
に
な
る
が
こ
う
し
た
時
間
軸
に
そ
っ
た
八
月
六
日
を
記
し
た
す

ぐ
れ
た
も
の
に
、
久
城
革
自
の
「
原
爆
下
の
警
官
達

地
獄
の
街
を
往
く
」
が

あ
る
。
こ
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、「
警
察
文
化
」（
広
島
管
区
警
察
学

校
、
大
竹
町
〈
現
大
竹
市
〉、
昭
和
24
・
８
）
で
あ
る
が
、
こ
の
雑
誌
は
《
原

爆
下
の
警
官
達
》
と
い
っ
た
特
集
を
組
ん
で
お
り
、
ほ
か
に
「
ピ
カ
ド
ン
こ
ぼ

れ
ば
な
し
」
坂
本
ひ
ろ
む
、「
原
爆
の
思
出
」
平
賀
　
繁
が
載
っ
て
い
る
が
い

ず
れ
も
検
閲
に
よ
る
指
摘
は
受
け
て
い
な
い
。

広
島
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
警
察
部
防
空
本
部
の
久
城
は
、
八
月
五

日
の
真
夜
中
の
空
襲
警
報
下
に
部
署
に
つ
き
、
八
月
六
日
の
朝
を
次
の
よ
う
に

迎
え
る
。
長
文
に
な
る
が
、
資
料
的
価
値
の
こ
と
を
考
慮
し
あ
え
て
省
略
す
る

こ
と
な
く
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

米
来
襲
機
は
市
の
上
空
を
旋
回
す
る
こ
と
数
十
分
の
の
ち
そ
の
進
路
を
光

海
軍
工
廠
と
覚
し
き
西
南
方
に
と
つ
て
た
ち
さ
つ
た
の
で
、
関
係
本
部
員
に

や
つ
と
安
堵
の
気
持
が
訪
れ
た
の
は
八
月
六
日
午
前
三
時
三
十
六
分
頃
の
空

襲
警
報
解
除
発
令
の
時
で
あ
つ
た
が
警
戒
警
報
の
ま
ま
待
機
す
る
こ
と
に
な

り
、
当
直
員
で
あ
る
私
以
下
四
人
の
も
の
は
、
御
互
に
来
襲
機
に
対
す
る
対

策
を
研
究
し
て
ゐ
る
間
に
、
短
い
盛
夏
の
夜
も
明
け
初
め
て
東
天
遙
か
に
ほ

の
ぼ
の
と
白
く
染
め
出
さ
れ
、
昨
夜
来
の
来
襲
に
よ
つ
て
疲
れ
て
ゐ
る
□

も
、
疲
れ
て
ゐ
る
□
も
、
朝
の
冷
い
空
気
に
よ
つ
て
生
気
が
甦
つ
て
来
る
感

じ
が
体
一
杯
に
漲
つ
て
き
た
。
□
々
た
る
朝
の
太
陽
は
東
天
を
昇
り
そ
の
旭

光
を
小
窓
よ
り
体
一
杯
に
受
け
、
生
気
を
取
り
戻
さ
ん
と
し
て
ゐ
る
時
、
中

国
軍
管
区
司
令
部
よ
り
警
戒
警
報
解
除
が
発
令
さ
れ
た
の
が
丁
度
午
前
七
時

四
十
分
頃
で
あ
つ
た
ら
う
。
室
内
の
ラ
ヂ
オ
は
県
内
に
米
機
四
機
が
上
空
を

飛
ん
で
ゐ
た
が
み
ん
な
退
去
し
て
一
機
も
ゐ
な
い
と
放
送
し
て
ゐ
た
が
当
時

警
□
課
長
寺
岡
春
□
よ
り
警
察
電
話
で
警
戒
警
報
は
解
除
さ
れ
た
が
広
島
上

空
に
米
機
の
爆
音
を
聞
く
か
ら
警
戒
を
十
分
に
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
り
、
之

が
寺
岡
課
長
最
後
の
言
葉
な
ら
う
と
は
誰
が
知
つ
て
ゐ
た
こ
と
か
。
そ
の
直

前
に
ラ
ヂ
オ
放
送
は
広
島
県
に
進
入
し
た
米
機
は
広
島
県
上
空
を
南
下
し
つ

つ
あ
り
と
の
情
報
を
放
送
し
つ
つ
あ
つ
た
か
ら
南
下
途
中
に
あ
る
米
機
の
爆

音
と
思
料
さ
れ
る
の
で
注
意
警
戒
中
で
あ
つ
た
。
午
前
八
時
十
五
分
頃
で
あ

つ
た
ら
う
、
突
然
眼
の
前
に
青
い
閃
光
が
「
ピ
カ
ツ
」
と
光
つ
た
と
思
つ
た

瞬
間
、
且
つ
て
経
験
し
た
事
の
な
い
轟
音
を
感
じ
乍
ら
無
意
識
の
内
に
机
の

下
に
□
□
し
た
が
□
□
□
何
と
も
形
容
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
圧
力
を
体
に

受
け
そ
の
圧
迫
感
を
抱
い
た
□
□
人
事
不
省
に
陥
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う

（
時
間
的
に
は
数
分
間
位
）
は
つ
と
気
が
つ
い
て
四
辺
を
見
る
と
一
寸
先
も

見
え
ず
全
く
暗
黒
と
成
つ
て
居
り
自
己
が
生
き
て
ゐ
る
の
か
感
じ
の
上
で
は
、

は
つ
き
り
眼
を
開
い
て
ゐ
る
に
も
不
拘
ず
何
物
を
も
視
界
に
反
映
せ
ず
自
分

自
身
生
死
を
疑
ひ
吾
身
を
つ
め
つ
て
痛
み
を
感
じ
た
の
で
未
だ
生
あ
る
こ
と

を
知
り
勇
気
を
出
し
て
危
機
を
脱
出
す
べ
く
体
を
机
の
下
よ
り
起
し
粉
砕
に

よ
つ
て
私
の
体
の
上
に
後
方
の
鉄
の
窓
枠
が
覆
ひ
か
ぶ
さ
つ
て
ゐ
る
木
材
壁

土
其
の
他
の
破
片
を
払
除
け
て
、
出
口
と
思
れ
る
方
向
に
転
げ
乍
ら
出
よ
う

と
し
て
、
地
下
室
出
口
に
行
く
途
中
誰
人
か
判
ら
な
い
が
誰
か
人
が
倒
れ
て

ゐ
る
の
に
、
つ
ま
づ
い
た
の
で
声
を
出
し
て
そ
の
人
を
呼
ん
だ
が
何
等
の
答

も
得
ら
れ
な
い
の
で
先
程
の
爆
弾
投
下
に
よ
つ
て
爆
死
し
た
も
の
と
思
料
し
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其
の
儘
に
出
口
の
方
向
へ
足
を
運
び
乍
ら
、
大
声
で
、
み
ん
な
元
気
か
、
如
何

し
て
ゐ
る
、
と
互
に
暗
黒
の
中
に
声
を
頼
り
に
各
々
が
近
づ
い
て
見
る
と
当

時
出
勤
し
て
ゐ
た
雇
員
坂
本
千
恵
子
以
外
今
田
、
吉
永
、
島
田
各
雇
員
の
姿

は
見
え
ず
唯
声
丈
で
そ
の
人
を
知
る
の
み
で
あ
つ
た
（
で
は
視
力
が
奪
れ
て

ゐ
た
の
か
と
言
ふ
と
、
そ
う
で
は
な
く
あ
と
か
ら
考
へ
た
事
で
あ
る
が
爆
発

に
よ
る
煤
煙
と
強
風
に
よ
る
□
灰
に
よ
つ
て
黒
煙
色
の
空
気
と
成
り
太
陽
の

光
り
を
さ
へ
ぎ
つ
て
ゐ
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
）
互
に
元
気
で
あ
つ
た
こ
と

を
喜
び
合
つ
た
が
雇
員
坂
本
千
恵
子
は
重
傷
し
て
ゐ
る
の
を
知
つ
て
他
の
三

人
と
互
に
励
し
合
い
乍
ら
屋
外
へ
と
避
難
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
地

上
も
矢
張
り
暗
黒
な
の
と
重
苦
し
い
黒
煙
色
の
空
気
と
で
坂
本
千
恵
子
は
途

中
二
回
位
倒
れ
た
の
を
救
助
し
広
島
市
役
所
前
の
電
車
筋
の
方
向
へ
行
つ
て

見
る
と
、
付
近
に
中
学
生
ら
し
い
若
者
の
声
が
す
る
の
で
其
の
学
生
に
日
赤

病
院
に
坂
本
雇
員
を
連
れ
て
行
つ
て
貰
ふ
よ
う
依
頼
し
、
他
の
雇
員
の
避
難

路
を
明
示
し
た
の
ち
更
に
引
返
し
他
の
警
防
課
員
の
消
息
を
知
る
べ
く
警
防

課
に
当
て
ら
れ
て
ゐ
た
地
下
室
内
に
入
る
と
、
人
の
呻
声
が
す
る
の
で
そ
の

呻
声
を
頼
り
に
近
づ
い
て
み
る
と
当
時
警
防
課
勤
務
中
の
消
防
士
補
秋
山
光

二
氏
で
あ
る
こ
と
が
稍
々
四
辺
が
視
界
に
開
か
れ
て
ゐ
た
の
で
判
り
、
警
務

課
勤
務
で
あ
つ
た
岡
本
此
平
山
田
金
光
両
氏
等
に
竹
梯
子
に
の
せ
て
救
助
を

託
し
室
内
に
入
つ
た
が
同
氏
の
形
相
は
実
に
凄
惨
眼
を
覆
ふ
も
の
が
あ
つ
た
。

こ
の
の
ち
、
久
城
は
県
庁
内
の
県
防
空
本
部
に
連
絡
に
行
き
、
負
傷
の
程
度

が
比
較
的
軽
か
っ
た
同
僚
と
手
分
け
し
、
廿
日
市
大
竹
署
、
祗
園
可
部
署
、
海

田
市
署
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
久
城
は
廿
日
市
大
竹
署
方
面
を
担
当
す
る
。

鷹
野
橋
か
ら
己
斐
巡
査
派
出
所
ま
で
は
た
ど
り
つ
く
が
、
結
局
午
後
に
は
市
役

所
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
目
撃
し
た
市
内
の
状
況
を
久
城
は
次
の
よ
う

に
書
く
。

当
時
の
市
内
の
状
況
は
筆
舌
に
尽
し
難
く
道
路
に
小
さ
い
子
供
が
蛇
の
よ

う
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
白
い
半
シ
ヤ
ツ
は
、
焼
け
焦
げ
虫
の
息
で
ゐ
る
者
、

顔
□
か
ら
首
筋
に
か
け
て
皮
が
無
惨
に
も
は
が
れ
て
呼
吸
は
絶
え
B
C
に
成

つ
て
ゐ
る
母
親
を
ゆ
り
起
し
て
い
る
可
憐
な
子
供
の
姿
や
、
息
絶
え
て
ゐ
る

母
親
の
屍
体
の
乳
房
を
吸
い
無
心
に
道
行
く
人
を
眺
め
て
ゐ
る
子
供
の
姿
、

或
は
遠
く
に
近
く
に
妻
を
呼
び
子
を
尋
ね
是
又
家
屋
の
下
敷
き
と
成
つ
て
ゐ

る
の
で
あ
ら
う
□
し
い
□
で
助
け
を
求
め
る
も
の
等
、
其
の
惨
状
を
表
す
形

容
詞
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
さ
な
が
ら
阿
鼻
叫
喚
□
□
地
獄
の
感

が
あ
つ
た
。

（
９
）
の
桂
木
千
文
「
面
影
」
は
直
接
【A

-B
om

b

】（
原
子
爆
弾
）
の
指
摘

が
あ
る
が
、「
多
く
の
人
命
を
奪
つ
た
原
子
爆
弾
に
、
夫
の
命
は
奪
は
れ
た
の

だ
つ
た
」
と
い
う
一
文
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
、
夫
を
喪
っ
た
妻
の
切
々
と
し

た
心
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

思
へ
ば
夫
が
亡
く
な
つ
て
も
う
早
や
二
年
…
…
忘
れ
様
に
も
忘
れ
ら
れ
ぬ

夫
の
面
影
…
…
そ
つ
と
胸
に
□
め
て
今
日
迄
押
へ
て
ゐ
た
感
情
が
せ
き
を
き

つ
た
様
に
、
□
を
波
打
た
せ
て
ふ
る
へ
る
白
い
□
□
に
、
□
□
□
□
ゐ
る
姿

も
□
し
か
つ
た
。
泣
い
て
B
C
泣
き
つ
く
し
た
□
□
に
、
そ
つ
と
ほ
ゝ
え
み

か
け
る
夫
の
□
□
□
、（
一
行
　
判
読
不
能
）。

夫
婦
と
は
名
の
み
、
□
□
□
□
□
□
□
□
ぬ
間
に
、
多
く
の
人
命
を
奪
つ
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た
原
子
爆
弾
に
、
夫
の
命
は
奪
は
れ
た
の
だ
つ
た
。

来
る
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
も
お
ち
お
ち
眠
ら
れ
ぬ
□
□
□
□
□
□
。

そ
う
し
た
或
る
日
、
夫
は
□
社
の
□
□
で
広
島
へ
で
か
け
た
の
だ
が
…
…

□
□
で
て
始
め
て
の
夫
の
外
出
、
あ
ゝ
そ
れ
が
永
遠
の
別
れ
に
な
ら
う
と

は
、
神
な
ら
ぬ
身
に
解
る
由
も
な
か
つ
た
。

「
□
□
□
□
を
□
□
□
ぬ
、
お
前
は
女
だ
か
ら
□
□
や
逃
げ
□
□
□
た
り
し

な
い
や
う
に
」

（
12
）
マ
ツ
ク
・
ミ
ラ
ン
の
「
キ
リ
ス
ト
教
と
広
島
の
将
来
」
は
、「
原
子
爆

弾
」
に
つ
づ
く
一
一
行
が
判
読
不
能
で
あ
る
の
で
、
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
の
引
用
と
さ
ほ
ど
の
径
庭
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

３
も
し
仮
に
河
村
文
が
子
ど
も
向
け
の
雑
誌
「
ギ
ン
ノ
ス
ズ
一
・
二
ネ
ン
ノ
ト

モ
」
で
あ
っ
た
た
め
に
検
閲
の
指
摘
を
免
れ
た
と
い
う
こ
と
は
可
能
性
と
し
て

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
久
城
文
を
は
じ
め
と
し
て
検
閲
を
免

れ
た
多
く
の
作
品
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
可
能
性
と
し
て
は
Ｃ
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
検
閲
の
制
度
上
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
事
前
検
閲

で
あ
っ
た
も
の
が
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
二
月
一
五
日
以
降
、
極
右
極

左
二
八
誌
を
除
き
事
後
検
閲
と
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
が
こ
れ
も
合
理
的
説
得

力
は
な
い
。
と
い
う
の
も
実
は
、
久
城
文
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
、
描
写
を

も
つ
、
事
後
検
閲
期
間
の
も
の
で
あ
る
次
の
よ
う
な
小
説
、（
16
）
山
下
利
孝

「
犠
牲
者
」
が
検
閲
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
小
説

の
引
用
部
分
欄
外
に
は
【In

citem
en

t
to

U
n

rest

】（
不
安
を
喚
起
す
る
）
の

英
文
注
記
が
あ
る
。

そ
し
て
ざ
ー
ツ
と
死
の
恐
怖
が
彼
を
襲
つ
て
き
た
。
□
が
来
る
！
や
ら

れ
る
！
夢
中
で
、
ま
る
で
浮
き
立
つ
や
う
に
ベ
ニ
ヤ
板
の
天
井
を
破
つ
た
。

ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
見
当
は
な
い
。
□
□
こ
の
ま
ま
で
は
や
ら
れ
る
と
い
ふ
意

識
が
全
身
を
と
ら
へ
て
ゐ
た
。
ス
レ
ー
ト
の
□
□
瓦
を
踏
み
、
ガ
ラ
ス
の
破

片
の
上
を
越
え
て
傾
斜
し
た
廊
下
へ
出
た
と
き
、
講
堂
の
□
□
が
一
人
裂
け

た
廊
下
に
落
ち
こ
ん
で
挟
ま
れ
、
□
□
に
□
□
の
下
に
な
つ
て
。

「
出
し
て
く
れ
！
出
し
て
呉
れ
ー
え
」
と
喚
い
た
。
血
に
滲
ん
だ
□
□
あ
た

り
が
眼
に
入
る
と
、
ギ
ヨ
ツ
と
し
て
□
□
浮
足
だ
つ
た
。
す
ぐ
□
□
に
運
び

出
し
□
□
□
が
狂
つ
た
や
う
に
右
へ
走
つ
た
の
を
見
る
と
、
彼
も
続
い
て
そ

の
傍
へ
走
つ
た
。
□
□
□
□
に
。
□
□
な
□
を
終
え
る
と
、
山
へ
□
つ
て
必

死
で
走
つ
た
。
ば
ら
B
C
に
な
つ
て
山
へ
逃
げ
る
□
□
□
達
を
□
□
中
を
、

□
□
□
衣
を
乱
し
て
走
つ
て
ゐ
た
。
山
の
裾
ま
で
来
て
、
彼
は
荒
い
息
が
□

□
に
□
□
き
、
苦
し
く
な
つ
て
□
□
た
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
彼
は
空
を
見
、
市
街
に
眼
を
や
つ
た
。
燃
え
る
燃
え

る
！
凄
じ
い
□
□
て
全
市
に
煙
が
舞
つ
て
ゐ
た
。
病
院
は
□
□
□
□
火
は

出
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
□
く
□
□
つ
た
姿
を
見
せ
て
ゐ
た
。
川
向
こ
ふ
の
竹

薮
□
□
つ
と
火
に
□
□
で
□
□
に
消
え
た
。
山
に
近
い
家
の
燃
え
て
い
な
い

も
の
は
、
瓦
が
め
く
れ
て
波
形
を
な
し
て
ゐ
る
か
、
或
は
□
□
□
□
か
ら
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
傾
い
て
ゐ
た
。
□
野
の
火
の
や
う
に
、
め
ら
B
C
燃
え
て
ゆ

く
□
は
凄
じ
か
つ
た
。
太
陽
は
消
え
う
せ
て
、
厚
い
雲
が
頭
上
を
覆
ひ
、
地

上
の
み
灼
熱
の
焔
に
焦
げ
て
ゐ
た
。
六
十
米
ば
か
り
離
れ
た
所
を
突
端
を
海
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の
方
に
傾
け
て
燃
え
る
焔
の
熱
が
頬
に
感
じ
ら
れ
た
。
ド
ド
ツ
と
鈍
い
音
を

た
て
て
家
台
が
崩
れ
る
と
バ
ツ
と
火
勢
が
あ
が
つ
た
。

ガ
タ
B
C
ガ
タ
と
歯
の
根
が
合
は
な
い
。
身
体
が
震
へ
る
。
少
し
風
が
出

た
や
う
だ
。
ヒ
リ
ヒ
リ
と
背
中
と
頬
が
疼
く
。
耐
え
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
疼
き

に
、
明
は
己
れ
の
身
体
を
見
た
。
褌
一
枚
の
裸
身
を
肩
か
ら
、
頭
か
ら
腹
か

ら
腕
か
ら
、
糸
を
引
い
て
血
が
逼
つ
て
ゐ
る
。
白
い
褌
が
半
ば
血
で
染
つ
て

ゐ
た
。
キ
ラ
キ
ラ
光
る
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
刺
つ
て
ゐ
る
。
大
変
な
重
傷
に
思

は
れ
た
。
同
室
の
患
者
が
三
人
程
逃
れ
て
来
た
。

「
寒
い
だ
ら
う
？
病
衣
を
取
つ
て
き
た
ら
、
右
手
の
廊
下
か
ら
入
る
と
、
被

服
庫
が
開
て
ゐ
る
よ
。
直
ぐ
出
せ
る
」

そ
れ
で
急
に
彼
は
寒
く
な
つ
た
。
こ
れ
だ
け
焼
け
て
ゐ
れ
ば
も
う
爆
弾
も

落
ち
て
こ
な
い
と
思
ふ
と
、
病
衣
を
取
り
に
ゆ
く
気
に
な
つ
て
歩
き
出
し
た
。

患
者
、
看
護
婦
と
、
白
い
も
の
づ
く
め
の
病
院
は
、
全
く
悲
惨
な
状
景
で

あ
つ
た
。
咽
喉
の
肉
が
ご
つ
ぽ
り
割
れ
た
顔
見
知
り
の
患
者
が
壕
の
端
で
横

に
な
り
、
血
染
め
の
看
護
婦
に
強
心
剤
を
注
射
さ
れ
て
ゐ
た
。
室
長
が
、
責

任
感
あ
り
げ
に
同
室
の
患
者
を
呼
び
捜
し
て
ゐ
た
。
そ
の
彼
も
亦
、
赤
く
血

を
浴
び
て
い
る
の
だ
つ
た
。

「
笠
谷
さ
ん
、
や
ら
れ
た
ね
。
ち
ょ
っ
と
、
う
ち
の
ガ
ラ
ス
抜
い
て
…
…
」

兵
庫
出
身
の
日
赤
の
看
護
婦
矢
田
が
破
れ
た
看
護
衣
か
ら
血
に
染
つ
た
二

つ
の
腕
を
伸
し
て
来
た
。
大
き
な
破
片
が
二
つ
、
ヅ
ブ
リ
と
深
く
刺
つ
て
ゐ

る
。
彼
が
破
片
を
指
先
で
つ
ま
む
と
矢
田
は
、
歯
を
喰
ひ
し
ば
つ
て
横
を
向

い
て
。

「
早
う
し
て
え
な
」
と
急
い
た
。

思
い
切
つ
て
ズ
バ
リ
と
抜
く
と
、
案
外
平
気
で
。

「
見
て
、
も
う
ど
こ
に
も
刺
つ
と
ら
へ
ん
？
」

ス
カ
ー
ト
を
腰
ま
で
巻
き
上
げ
、
そ
れ
か
ら
看
護
衣
の
裂
け
た
背
中
を
見

せ
た
。

「
も
う
無
さ
さ
う
だ
」

「
さ
う
？
う
ち
事
務
室
に
ゐ
て
や
ら
れ
て
ん
、
笠
谷
さ
ん
も
刺
つ
と
る
わ
。

取
ら
う
か
？
」

「
い
や
、
い
い
よ
、
俺
で
抜
く
」

興
奮
は
容
易
に
お
さ
ま
ら
な
か
つ
た
。
虞
茶
B
C
に
ガ
ラ
ス
の
散
つ
た
傾

い
た
廊
下
を
入
る
と
、
こ
こ
だ
け
は
ど
う
や
ら
崩
れ
な
い
で
残
つ
て
ゐ
た
。

屋
根
の
棟
木
が
斜
に
か
た
む
い
て
、
今
に
も
落
ち
さ
う
に
瓦
が
載
つ
て
ゐ
る

下
を
危
ふ
い
足
ど
り
で
彼
は
被
服
庫
に
入
り
、
病
衣
を
と
り
出
し
た
。

山
へ
引
き
返
す
田
圃
の
中
の
道
で
、
彼
は
患
者
な
ら
ぬ
、
続
々
と
逃
げ
て

く
る
避
難
者
に
逢
つ
た
。
ベ
ロ
リ
と
頬
の
皮
が
顎
で
ぶ
ら
下
が
り
、
或
は
足

先
、
手
先
に
経
を
下
げ
た
や
う
に
皮
の
垂
れ
下
つ
た
老
人
、
女
、
若
者
、
子

供
の
恐
怖
に
戦
く
列
だ
つ
た
。
何
処
で
や
ら
れ
た
の
か
モ
ン
ペ
の
紐
だ
け
残

つ
て
殆
ん
ど
裸
身
の
若
い
女
が
目
を
白
く
腫
ら
し
て
、
手
を
丁
度
幽
霊
の
絵

の
そ
れ
の
や
う
に
前
に
垂
れ
て
く
る
姿
（
編
者
注
・
こ
こ
ま
で
が
Ｃ
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
指
摘
箇
所
）
を
見
た
と
き
、
ハ
ツ
と
し
て
折
江
を
思
つ
た
。

こ
の
小
説
は
、
大
田
洋
子
の
小
説
（
８
）「
青
春
の
頁
」
と
描
写
の
精
密
度
、

深
度
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
上
げ
る
「
青
春
の
頁
」
引
用

前
半
部
分
に
は
【A

-bom
b

】（
原
子
爆
弾
）、
後
半
の
も
の
に
は
【disastrou

s

scen
e

by
bom

b

】（
原
爆
に
よ
る
悲
惨
な
描
写
）
の
英
文
注
記
が
あ
る
。
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八
月
六
日
の
朝
、
東
京
か
ら
七
穂
子
の
乗
つ
て
来
た
列
車
は
、
八
時
四
十

分
に
広
島
駅
に
着
く
筈
だ
つ
た
。
そ
し
て
二
時
間
の
延
着
の
た
め
に
、
丁
度

そ
の
時
間
、
七
穂
子
は
呉
駅
に
さ
し
か
ゝ
つ
た
列
車
の
な
か
に
ゐ
た
。

七
穂
子
が
呉
市
の
焼
野
原
に
、
眼
を
注
い
で
暗
澹
と
し
た
感
慨
に
陥
つ
て

ゐ
た
と
き
、（
注
。
こ
こ
か
ら
以
下
指
摘
箇
所
）
広
島
市
は
前
代
未
聞
の
空
襲

の
た
め
、
さ
か
ん
な
火
の
柱
を
街
々
の
空
に
突
き
あ
げ
燃
え
亡
び
て
ゐ
た
の

だ
つ
た
。

乗
客
た
ち
は
、
総
立
ち
に
な
つ
て
ひ
し
め
き
、
構
内
を
埋
め
て
蒼
白
に
な

つ
た
。
群
衆
に
交
つ
て
佇
ん
だ
七
穂
子
の
胸
に
、
ま
つ
た
く
反
射
的
に
、
突

き
ぬ
け
て
通
つ
た
最
初
の
人
の
顔
は
瓏
一
で
あ
つ
た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
、
刻
々
に
耳
へ
這
入
つ
て
く
る
広
島
市
の
情
報
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
を

根
こ
そ
ぎ
死
へ
誘
つ
た
か
と
思
は
れ
た
。
深
沢
の
愛
を
よ
ろ
こ
び
を
持
つ
て

受
け
入
れ
た
今
と
な
つ
て
も
、
な
ほ
誰
よ
り
先
き
に
瓏
一
の
安
否
を
想
ふ
自

分
を
七
穂
子
は
ふ
し
ぎ
に
思
つ
た
。（
編
者
注
・
指
摘
箇
所
こ
こ
ま
で
）

平
生
の
通
り
だ
つ
た
ら
、
爆
撃
の
中
心
地
ち
か
く
、
市
電
で
走
つ
て
ゐ
る

時
刻
で
あ
つ
た
。
深
沢
は
燃
え
る
街
を
い
く
ど
か
遠
廻
り
で
、
地
獄
か
と
思

へ
る
壊
滅
の
全
市
に
耐
え
難
い
想
ひ
を
抱
き
な
が
ら
、
病
院
へ
行
つ
た
。
入

り
口
の
部
厚
な
硝
の
二
枚
扉
も
ば
つ
た
り
倒
れ
、
そ
の
下
敷
に
な
つ
て
呻
い

て
ゐ
る
若
い
看
護
婦
の
頬
が
破
れ
て
、
血
の
点
が
も
は
や
み
み
ず
の
や
う

に
、
か
た
ま
つ
て
ゐ
た
。

負
傷
者
は
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
詰
め
か
け
、
長
い
廊
下
ま
で
う
め
つ

く
し
た
そ
の
人
々
の
間
を
血
の
匂
ひ
が
流
れ
て
ゐ
た
。

夕
方
で
あ
つ
た
。
街
々
は
ま
だ
燃
え
て
ゐ
た
。
火
災
を
喰
ひ
と
め
た
作
久

良
病
院
の
、
骨
組
み
だ
け
に
な
つ
た
建
物
の
二
階
ま
で
深
沢
が
順
々
に
怪
我

人
た
ち
の
手
当
を
し
な
が
ら
上
つ
て
行
つ
た
と
き
、

「
深
沢
か
い
？
」

と
誰
か
が
声
を
か
け
た
。
聞
き
馴
れ
た
声
の
や
う
に
も
深
沢
は
思
つ
た
け
れ

ど
も
、
誰
が
ど
こ
で
呼
ん
だ
の
か
、
見
当
が
つ
か
な
か
つ
た
。

「
僕
だ
。
こ
こ
に
ゐ
る
の
だ
よ
」

二
度
目
の
同
じ
声
で
、
深
沢
は
は
ツ
と
し
た
。
原
瓏
一
！
あ
あ
、
だ
つ

た
ら
声
が
変
つ
て
ゐ
る
。

廊
下
の
片
隅
、
高
い
窓
も
こ
は
れ
た
下
に
、
灰
い
ろ
の
襤
褸
が
う
づ
く
ま

つ
た
や
う
な
恰
好
で
、
一
人
の
青
年
が
仰
向
け
に
、
の
び
の
び
と
寝
て
ゐ
た
。

深
沢
は
近
づ
い
て
、
そ
の
青
年
の
か
ら
だ
に
掩
ひ
か
ぶ
さ
る
や
う
に
し
、

顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
原
か
？
」

さ
う
念
を
押
さ
な
け
れ
ば
判
ら
な
い
く
ら
ひ
、
瓏
一
の
面
ざ
し
は
変
り
果

て
て
ゐ
た
。
光
線
の
火
傷
の
た
め
に
眼
ま
で
腫
れ
つ
ぶ
れ
た
顔
は
、
無
気
味

な
蒼
ぐ
ろ
い
色
を
塗
つ
た
や
う
で
あ
つ
た
。
光
線
は
全
身
を
焼
い
て
ゐ
た
。

「
ど
こ
に
ゐ
た
の
だ
ね
」

深
沢
は
す
ぐ
聴
診
機
を
胸
に
あ
て
て
訊
い
た
。
心
臓
は
す
つ
か
り
弱
つ
て

ゐ
る
。

「
八
時
に
家
を
出
て
八
丁
堀
ま
で
電
車
で
行
つ
て
ゐ
た
ん
だ
よ
。
広
島
駅
へ

行
か
う
と
思
つ
て
ね
」

「
駅
へ
？
」

「
さ
う
だ
。
七
穂
子
に
最
後
の
わ
か
れ
を
す
る
た
め
に
。
僕
は
電
車
ご
と
や

ら
れ
た
。
電
車
は
テ
ン
ピ
の
や
う
に
焼
け
焦
げ
た
よ
。
僕
は
入
口
に
立
つ
て

－ 10－



て
、
外
へ
こ
ろ
が
り
落
ち
て
ね
、
倒
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
と
き
は
こ
ん
な
に
す

つ
か
り
僕
の
か
ら
だ
は
焼
け
て
ゐ
た
ん
だ
ね
」

「
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
か
し
ら
」

深
沢
は
瓏
一
の
手
を
し
つ
か
り
握
つ
て
、
や
さ
し
く
云
ひ
か
け
た
。

「
僕
は
が
む
し
や
ら
に
火
を
く
ぐ
つ
て
、
こ
こ
ま
で
歩
い
て
来
た
ん
だ
よ
。

君
の
治
療
を
受
け
た
い
と
思
つ
た
も
の
だ
か
ら
ね
」

「
な
ん
に
し
て
も
ひ
ど
く
や
ら
れ
た
も
の
だ
。
で
も
死
ぬ
ん
ぢ
や
な
い
よ
。

僕
は
君
を
死
な
せ
な
い
」

深
沢
の
眼
は
充
血
し
て
来
た
。

「
ゆ
り
え
さ
ん
は
？
生
き
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
」

「
わ
か
ら
な
い
。
多
分
生
き
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
だ
か
ら
君
も
生
き
な
く
て
は

な
ら
な
い
よ
」

「
僕
は
も
う
な
ん
に
も
要
ら
な
い
。
水
を
く
れ
給
へ
。
い
ま
は
水
だ
け
が
ほ

し
い
」

火
傷
の
患
者
の
誰
で
も
が
、
口
を
そ
ろ
へ
て
、
水
、
水
と
叫
ん
で
ゐ
た
。

深
沢
は
そ
の
人
た
ち
に
、
水
を
の
ま
せ
な
い
方
針
を
と
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど

も
、
瓏
一
の
容
態
が
す
で
に
最
悪
へ
の
道
を
辿
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
つ
て
、

水
を
取
り
に
行
か
う
と
し
た
。

深
沢
が
死
を
控
え
た
瓏
一
の
か
ら
だ
か
ら
離
れ
て
立
つ
た
と
き
、
も
う
夜

が
来
て
ゐ
た
。

「
先
生
。
あ
た
く
し
｜
｜
」

深
沢
が
振
り
向
く
や
い
な
や
、
こ
れ
も
疲
れ
切
つ
て
頬
の
落
ち
た
七
穂
子

が
、
崩
れ
る
や
う
に
深
沢
の
硬
い
胸
に
ぶ
つ
か
つ
て
来
た
。

「
よ
く
帰
つ
て
き
て
く
れ
た
。
あ
り
が
た
う
」

思
は
ず
肩
を
引
き
寄
せ
て
、
囁
く
や
う
に
深
沢
は
云
つ
た
。
亡
霊
の
や
う

に
倒
れ
て
ゐ
る
瓏
一
を
七
穂
子
は
深
沢
の
肩
ご
し
に
見
た
。

七
穂
子
は
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
を
気
づ
か
な
か
つ
た
。

「
菜
穂
子
さ
ん
、
原
が
来
て
ま
す
よ
。
あ
な
た
診
て
お
や
ん
な
さ
い
ね
」

深
沢
は
七
穂
子
の
手
に
聴
診
機
を
渡
し
た
。
そ
し
て
後
か
ら
そ
の
か
ら
だ

を
掴
む
や
う
に
し
、
瓏
一
の
傍
へ
し
や
が
ま
せ
た
。

街
か
ら
街
の
死
体
の
な
か
を
通
り
抜
け
て
来
た
菜
穂
子
の
眼
に
、
瓏
一
の

死
に
瀕
し
た
姿
が
、
黒
々
と
悲
惨
に
写
つ
た
。
こ
の
世
の
出
来
ご
と
と
は
思

へ
な
か
つ
た
。
烈
し
い
衝
動
を
う
け
た
人
が
、
す
ぐ
に
は
そ
れ
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
な
い
や
う
に
、
七
穂
子
は
う
つ
ろ
で
あ
つ
た
。

黙
つ
て
瓏
一
の
黒
い
髪
の
毛
を
、
そ
つ
と
撫
で
、
自
分
の
頬
を
、
相
手
の

頬
に
寄
せ
た
。
涙
が
止
め
度
な
く
流
れ
た
。
瓏
一
は
七
穂
子
の
手
を
握
つ
て

離
さ
な
か
つ
た
。

深
沢
は
□
の
上
に
両
手
を
組
ん
で
、
じ
つ
と
二
人
の
様
子
を
見
下
し
て

ゐ
た
。

検
閲
の
指
摘
を
受
け
た
も
う
一
つ
の
小
説
春
日
　
新
の
（
７
）「
十
三
夜
の

月
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

彼
女
の
夫
は
二
十
七
歳
の
若
さ
を
、（
編
者
注
・
以
下
の
一
文
指
摘
箇
所
）

□
の
□
□
の
原
子
爆
弾
の
犠
牲
に
さ
ゝ
げ
た
の
だ
つ
た
、
…
…
私
は
、
あ
る

講
演
会
で
、A

日
本
は
原
子
爆
弾
の
た
め
に
敗
れ
たB

と
い
つ
た
よ
う
な
あ

る
い
わ
ゆ
る
有
力
者
の
意
見
に
対
し
て
真
向
か
ら
反
対
し
た
。
…
…
か
り
に

あ
の
時
原
子
爆
弾
が
用
い
ら
れ
な
か
つ
た
と
し
て
、
□
□
の
攻
撃
を
続
け
ら
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れ
て
い
た
ら
、
現
在
残
つ
て
よ
う
や
く
日
本
復
興
の
□
地
を
な
し
て
お
る
中

小
都
市
が
日
な
ら
ず
し
て
悉
く
灰
燼
に
帰
し
、
そ
し
て
も
つ
と
バ
カ
の
頑
張

り
を
つ
ゞ
け
て
い
た
ら
、
農
村
の
田
も
畑
も
焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
つ
た
だ
ろ

う
。
□
□
□
□
□
は
一
体
ど
う
し
て
戦
争
を
継
続
す
る
の
か
。
千
九
百
四
十

五
年
七
月
二
十
五
日
あ
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
時
、
戦
争
は
既
に

百
パ
ー
セ
ン
ト
負
け
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
を
無
謀
に
も
愚
か
に
も
、
□
□
頭

に
竹
槍
を
も
た
せ
て
頑
張
れ
B
C
と
、
さ
な
が
ら
奴
隷
を
鞭
う
つ
如
く
鞭
う

つ
て
、
そ
し
て
あ
の
世
紀
の
愚
□
を
招
来
し
た
。
…
…
愚
か
し
き
戦
争
を
継

続
し
て
日
本
国
民
に
あ
の
犠
牲
を
強
い
た
責
任
者
は
一
体
ど
こ
え
行
つ
た
。

広
島
の
上
空
を
原
子
爆
弾
を
□
□
し
た
Ｂ
29
が
悠
々
進
行
し
て
お
る
時
も
時
、

わ
ざ
B
C
警
戒
警
報
を
ま
で
解
除
し
た
大
馬
鹿
戦
争
責
任
者
を
追
及
し
よ
う

と
も
し
な
い
日
本
人
の
善
良
さ
を
、
世
界
の
識
者
は
ど
う
思
つ
て
い
る
の
か
。

（
中
略
）

私
は
、
ウ
ラ
ニ
ユ
ー
ム
で
焼
け
た
ゞ
れ
て
、
ふ
た
め
と
見
ら
れ
ぬ
醜
い
相

貌
に
変
じ
、
次
か
ら
次
え
と
死
ん
で
い
つ
た
さ
ん
た
る
人
達
の
姿
を
強
く
思

い
描
い
た
。
…
…
彼
女
え
の
激
し
い
抱
擁
の
衝
動
を
消
殺
す
る
た
め
に
…
…

こ
の
一
文
の
最
後
に
は
原
爆
犠
牲
者
の
惨
た
ら
し
い
描
写
・
説
明
も
あ
る
が
、

指
摘
箇
所
は
原
子
爆
弾
投
下
に
対
す
る
考
え
方
に
対
し
て
で
あ
り
、
他
の
二
作

品
の
指
摘
と
は
や
や
異
な
る
が
、「
犠
牲
者
」
と
「
青
春
の
頁
」
に
対
す
る
検

閲
の
姿
勢
に
揺
れ
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
原
爆
下
の
警
官
達
地
獄
の
街
を
往

く
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

４
短
詩
型
文
学
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」
の
な
か
で
、

英
文
注
記
が
あ
る
の
は
小
西
道
善
の
（
17
）「
知
ら
な
い
幸
福
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

お
前
は
生
れ
た

そ
の
日
敵
の
空
襲
下
で
あ
つ
た
事
も

懸
命
に
お
前
を
背
負
つ
て
戦
つ
た
母
に

乳
房
を
慕
つ
て
泣
い
た
こ
と
も

原
子
爆
弾
で
斃
れ
た
父
の
焼
香
に

何
が
お
か
し
い
の
か
笑
つ
て
動
か
す
も
み
ぢ
の
手
に

母
の
熱
い
涙
が
流
れ
た
こ
と
も

何
も
知
ら
な
い
お
前
は
幸
福
だ

お
前
は
育
つ
た

「
父
亡
し
児
」
の
お
前
を
抱
い
て

明
日
の
糧
を
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
母
の

淋
し
い
悲
壮
な
生
活
の
流
れ
を

巷
に
一
片
の
パ
ン
を
争
つ
て
滅
び
の
一
路
を
辿
つ
た
こ
と
を

熱
血
燃
ゆ
る
若
人
が
愛
機
も
ろ
と
も
南
海
に
花
と
散
つ
た
こ
と
を

ラ
ヂ
オ
の
前
に
陛
下
の
玉
音
を
拝
聴
し
て

国
民
が
涙
で
敗
戦
を
迎
へ
た
こ
と
を
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こ
の
世
な
ら
ぬ
古
き
昔
の
御
伽
話
と
し
て
聞
く
だ
ろ
う

何
も
知
ら
な
い
お
前
は
幸
福
だ

お
前
は
大
き
く
な
つ
た

兵
士
の
行
軍
を
知
ら
ず

勇
ま
し
い
軍
の
歌
も
知
ら
ず

厳
め
し
い
軍
艦
も
見
な
い
お
前
は

や
さ
し
い
進
駐
軍
に
「
ハ
ロ
ー
」
と
呼
び
か
け

調
子
よ
い
平
和
の
歌
を
口
ず
さ
み

雲
な
き
空
に
異
国
の
ま
ぶ
し
き
銀
翼
を
あ
ふ
ぎ

街
を
征
く
軽
快
な
ジ
ー
プ
に
手
を
振
り

港
に
は
色
と
り
ど
り
の
世
界
の
船
が

貿
易
の
汽
笛
な
つ
か
し
く
入
つ
て
来
る
の
を
見
る
で
あ
ら
う

あ
ゝ
何
も
知
ら
な
い
お
前
ほ
ど
幸
福
な
者
は
な
い

最
初
の
傍
線
部
二
行
に
は
欄
外
に
【im

p
erialistic

】
と
注
記
が
あ
り
、
後

半
二
行
に
も
同
じ
よ
う
に
英
文
注
記
が
あ
る
が
こ
れ
は
判
読
不
能
で
あ
る
。
が

内
容
か
ら
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
第
五
条
「
連
合
国
軍
隊
の
動
向
に
関
し
、
公
式
に

記
事
解
禁
と
な
ら
ざ
る
限
り
之
を
掲
載
し
又
は
論
議
す
べ
か
ら
ず
。」
に
違
反

す
る
も
の
と
し
て
指
摘
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
天
皇
（
に
象
徴

さ
れ
る
日
本
主
義
、
帝
国
主
義
）
お
よ
び
進
駐
軍
に
関
す
る
記
事
に
は
特
に
神

経
質
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
で
示
さ
れ
る
が
、
事
実
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
に
一
九
四

六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
配
布
さ
れ
た
「
検
閲
指
針
」
《
削
除
又
は
掲
載
発

行
禁
止
の
対
象
と
な
る
も
の
》
に
上
げ
ら
れ
た
三
〇
項
目
に
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

｜

連
合
国
最
高
司
令
官
（
司
令
部
）
に
対
す
る
批
判
」「
占
領
軍
兵
士
と
日
本
女

性
の
交
渉
」「
占
領
軍
隊
に
対
す
る
批
判
」「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
ま
た
は
地
方
軍
政
部
に

対
す
る
不
適
切
な
言
及
」「
戦
争
擁
護
の
宣
伝
」「
神
国
日
本
の
宣
伝
」「
軍
国

主
義
の
宣
伝
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
宣
伝
」「
大
東
亜
共
栄
圏
の
宣
伝
」
等
の

項
目
は
あ
る
が
原
爆
に
関
す
る
表
現
は
特
立
さ
れ
て
は
い
な
い
。

英
文
注
記
は
な
い
も
の
の
検
閲
の
指
摘
を
う
け
た
詩
に
、
タ
イ
ト
ル
が
判
読

で
き
な
い
が
、「
原
爆
」
で
「
た
つ
た
一
人
の
可
愛
い
子
」
を
喪
っ
た
母
の
悲

傷
を
形
象
化
し
た
（
１
）
折
坂
多
賀
子
の
詩
と
「
原
子
爆
弾
」
に
よ
っ
て
「
焼

野
が
原
」
と
な
っ
た
広
島
を
記
し
た
（
15
）
若
瀬
　
遼
「
広
島
の
記
憶
」
が
あ
る
。

題
名
判
読
不
能

（
一
行
判
読
不
能
）

あ
の
子
は
も
う
帰
つ
て
は
来
な
い

あ
の
子
は
誰
の
子
で
も
な
い

私
の
た
つ
た
一
人
の
可
愛
い
子
だ

誰
が
あ
の
子
を
□
□
□

（
一
行
判
読
不
能
）

あ
の
子
の
命
は
凄
ま
じ
い

原
爆
の
中
に
散
つ
て
し
ま
つ
た

あ
の
子
が
死
ん
で
も
　
誰
も

□
□
に
な
り
は
し
な
か
つ
た

あ
の
子
は
何
処
か
ら
か

私
を
じ
つ
と
み
つ
め
て
ゐ
る

あ
の
子
は
も
う
帰
つ
て
は
来
な
い
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広
島
の
記
憶

わ
ず
か
九
ヶ
月
の

短
い
期
間
だ
つ
た
が

広
島
は
矢
張
な
つ
か
し
い

三
年
半
前
の
広
島
…
…

原
子
爆
弾
で
焼
け
た
と
聞
い
た
時
も

焼
野
が
原
と
聞
い
た
時
も

町
並
の
記
憶
は
ぐ
さ
ぐ
さ
と

崩
れ
た
が

□
広
島
を
思
ふ
時

記
憶
の
町
並
は
浮
ぶ

友
達
の
便
り
に

家
も
沢
山
建
つ
た
と
言
ふ

新
天
地
　
革
屋
町
　
八
丁
堀
　
白
島

変
つ
て
し
ま
つ
た
だ
ら
う
と
思
ひ
な
が
ら

矢
張
　
三
年
半
前
の

広
島
の
記
憶
の
町
並
が
あ
る

「
広
島
の
記
憶
」
は
原
爆
の
悲
惨
さ
が
き
わ
だ
つ
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い

が
、
折
坂
多
賀
子
の
詩
は
た
し
か
に
子
を
喪
っ
た
母
の
悲
傷
が
切
々
と
読
み
手

に
伝
わ
っ
て
く
る
、
詩
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
が
、「
知

ら
な
い
幸
福
」
の
原
爆
言
説
は
何
故
通
過
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
次

の
よ
う
な
検
閲
の
指
摘
の
な
い
詩

（
注
８
）と

ど
の
よ
う
な
径
庭
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。

広
島
の
一
本
の
老
樹
の
下
に
て
　
兼
清
農
夫

一
本
の
老
樹
が

空
を
切
つ
て
ゐ
る
城
跡
は

焼
跡

う
ら
み
の
こ
れ
る
こ
の
ま
ち
の

ふ
る
き
歴
史
の
こ
ま
よ

あ
ら
た
に
回
れ

瓦
礫
が
と
り
の
ぞ
か
れ

む
か
し
の
土
と
や
け
た
土
と

掘
り
か
へ
さ
れ
た
土
の
う
へ
に

た
て
ら
れ
た
ま
つ
ち
箱
の
や
う
な

簡
易
住
宅
よ

あ
の
と
き
ば
ら
ば
ら
に

ち
つ
た
手
、
足
、
頭
は

そ
の
ま
ま
よ
せ
あ
つ
め
て
は
な
ら
ぬ

原
子
砂
漠
の
七
つ
の
川
に
は
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空
が
う
つ
り

雲
が
ゆ
く

ジ
ャ
ン
ル
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
下
村
　
醇
の
小
説
「
父
か
へ
る

（
注
９
）」

は
子
と

妻
を
喪
っ
た
心
情
を
記
し
て
哀
切
き
わ
ま
り
な
い
。

空
腹
も
感
じ
な
い
。
彼
は
思
ひ
出
し
た
様
に
立
上
つ
て
木
片
を
拾
つ
て
そ

の
焼
跡
の
土
を
掘
り
返
へ
し
始
め
た
。
瓦
の
下
か
ら
焼
け
残
つ
た
子
供
の
靴

が
片
足
出
て
来
た
。
子
供
の
も
の
だ
。
勲
夫
の
だ
。
そ
う
思
ふ
と
胸
が
グ
ツ

ト
熱
く
な
つ
て
来
る
。
あ
の
子
が
も
う
こ
ん
な
靴
を
履
く
様
に
な
つ
て
ゐ
た

の
か
と
果
し
な
く
、
思
ひ
が
走
る
。
続
い
て
出
征
前
妻
に
買
つ
て
与
へ
た
コ

ン
パ
ク
ト
が
押
し
潰
さ
れ
て
出
て
来
た
。
土
を
振
ひ
落
す
と
金
色
の
懐
し
い

見
覚
へ
の
あ
る
品
で
あ
る
。
無
理
に
こ
じ
あ
け
る
と
、
甘
い
く
す
ぐ
る
様
な

香
が
、
妻
の
体
臭
を
思
ひ
出
さ
せ
る
香
が
強
く
鼻
を
刺
戟
し
た
。
半
分
壊
れ

た
鏡
に
澄
ん
だ
秋
空
の
碧
さ
が
映
つ
て
ゐ
た
。

折
坂
の
詩
が
子
を
喪
っ
た
母
の
哀
切
き
わ
ま
り
な
い
悲
傷
を
詠
っ
た
も
の
と

し
て
検
閲
の
指
摘
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
下
村
　
醇
の
「
父
か
へ
る
」
を
ど
う

考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

最
後
に
検
閲
の
指
摘
を
受
け
た
短
歌
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で

は
そ
の
す
べ
て
を
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

原
子
爆
弾
に
た
を
れ
し
父
の
面
知
ら
ぬ
吾
子
は
□
□
□
笑
み
初
め
に
け
り

藤
原
　
□
□

ま
ざ
ま
ざ
と
記
憶
蘇
る
死
の
街
に
ふ
た
た
び
を
来
て
人
を
診
療
す

田
辺
　
節
子

原
子
症
に
う
ご
め
く
人
を
み
と
り
た
る
袋
町
小
学
校
の
門
に
来
て
佇
つ

原
子
弾
に
死
に
し
子
を
わ
が
語
り
出
れ
ば
所
在
な
き
が
に
面
を
曇
ら
す

益
田
　
礼
吉

原
子
爆
弾
に
斃
れ
し
畏
友
を
偲
び
て

珠
盤
と
り
て
瞼
閉
づ
れ
ば
亡
き
畏
友

と

も

の
事
ぞ
偲
ば
れ
悲
し
く
も
あ
る

福
原
　
睦
夫

原
爆
の
巷
に
逝
き
て
早
や
三
年
亡
き
弟
の
魂
は
い
づ
く
に

竹
友
美
代
子

天
を
巻
き
／
焔
の
空
の
寄
せ
来
る
を
／
な
だ
れ
の
如
く
人
人
逃
ぐ
る

原
爆
の
／
落
ち
し
直
後
の
真
暗
き
／
中
に
お
の
の
く
妹
を
抱
く

息
つ
ま
る
如
き
／
黒
煙
の
う
す
れ
去
り
真
黒
き
／
灰
を
吾
が
は
き
だ
し
ぬ

火
が
移
る
／
逃
げ
ろ
と
叫
ぶ
人
の
中
に
／
焼
け
た
だ
れ
し
背
に
血
の
吹
き

出
ず
る
も
あ
り

防
火
水
槽
の
／
中
に
黒
く
こ
げ
居
り
し
／
死
体
の
三
個
抱
き
合
い
居
き

向
井
　
正
江

俳
句
で
指
摘
を
受
け
た
の
は
三
輪
□
一
の
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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春
雨
や
原
子
の
原
に
三
味
の
音

原
爆
の
原
に
も
同
じ
蝉
の
声

こ
れ
ら
と
て
、
た
と
え
ば
次
に
上
げ
る
深
川
宗
俊
の
「
焦
熱
の
街
路
」
と
題

さ
れ
た
一
連
の
短
歌

（
注
10
）と

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

爆
発
音
に
つ
づ
き
て
紅
蓮
の
焔
と
も
見
ゆ
る
視
界
は
一
瞬
な
り
き

爆
死
か
と
思
う
瞬
間
に
し
て
生
き
よ
と
い
う
意
識
が
か
ち
ぬ
崩
れ
ゆ
く
中
に

な
ま
ぐ
さ
き
血
の
香
漂
よ
う
救
護
所
に
君
が
手
ひ
き
て
吾
も
立
つ
な
り

黒
き
雨
降
り
く
れ
ば
油
な
り
と
言
い
叫
び
一
瞬
ざ
わ
め
く
傷
つ
き
し
群
衆

余
り
に
も
四
囲
悲
惨
な
れ
ば
人
心
は
す
で
に
お
び
ゆ
る
黒
き
雨
に
も

も
ろ
も
ろ
の
色
を
ふ
く
め
て
燃
え
つ
づ
く
我
が
故
郷
に
た
だ
掌
を
合
す

軍
閥
え
の
憎
し
み
た
ぎ
れ
怒
り
燃
え
よ
あ
あ
崩
れ
ゆ
く
呪
わ
れ
し
街

悽
愴
と
言
え
ど
つ
き
く
る
憤
り
こ
み
あ
ぐ
れ
ば
燃
え
ゆ
く
空
を
凝
視
す

火
煙
は
す
で
に
全
市
を
覆
い
つ
く
す
夜
を
つ
ぎ
て
逆
巻
く
紅
蓮
の
焔

へ
し
折
れ
し
鉄
骨
も
あ
り
電
線
を
ま
た
げ
く
ぐ
り
て
わ
ゆ
く
焦
熱
の
街
路

あ
ふ
れ
く
る
涙
と
め
ど
な
く
流
る
る
よ
屍
ま
ろ
ぶ
街
を
歩
め
ば

う
づ
高
く
燃
え
は
じ
け
る
音
よ
米
麦
の
倉
庫
の
外
壁
い
ま
崩
れ
落
つ

一
瞬
に
壊
え
崩
れ
た
る
ビ
ル
の
角
日
陰
も
と
め
て
お
ろ
お
ろ
す
る
少
女

真
夏
日
の
直
射
は
焼
痕
に
う
づ
く
ら
し
日
陰
日
陰
よ
と
声
切
な
く
て

焦
土
に
今
は
も
の
言
う
気
力
さ
え
な
く
て
眼
う
つ
ろ
に
う
づ
く
ま
る
群
れ

焦
熱
の
道
逃
れ
這
う
女
あ
り
裸
体
は
さ
ら
す
真
夏
日
の
も
と

焼
け
た
だ
れ
し
裸
体
は
少
女
よ
日
輪
を
抱
く
が
ご
と
く
天
に
叫
ぶ
も

こ
う
し
て
た
ど
っ
て
く
る
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
言
説
に
対
し
て
、
た
し
か
に
、
Ｃ

Ｃ
Ｄ
は
、
い
く
つ
か
の
指
摘
は
し
て
い
る
が
、
全
体
の
中
で
は
あ
く
ま
で
も
一

部
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
客
観
的
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
言
説
を
ト
ー
タ
ル
に

考
察
す
れ
ば
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
「
厳
し
く
」
は
な
く
、
少
な
く
と

も
、「
禁
じ
ら
れ
た
」
と
い
う
語
が
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
行
っ
た
検
閲
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年

一
二
月
一
五
日
以
降
、
極
右
極
左
二
八
誌
を
の
ぞ
く
全
雑
誌
が
事
後
検
閲
と
な

る
。
ち
な
み
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
そ
の
役
目
を
終
え
、
解
散
す
る
の
は
一
九
四
九
年

末
で
あ
る
（
堀
場
清
子
『
禁
じ
ら
れ
た
原
爆
体
験
』）。
こ
う
し
た
動
向
が
検
閲

の
実
態
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
が
当
然
問
題
と
な
る
。

断
定
的
な
こ
と
は
勿
論
言
え
な
い
が
、
広
島
県
雑
誌
四
八
一
誌
で
見
る
か
ぎ

り
、
ヒ
ロ
シ
マ
言
説
に
対
し
て
、
そ
の
前
後
に
お
い
て
特
別
の
変
化
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
検
閲

は
、
原
爆
言
説
に
対
し
て
よ
り
も
、
天
皇
制
、
米
国
・
進
駐
軍
に
対
す
る
言
説

に
よ
り
厳
密
で
ナ
ー
バ
ス
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。（
ヒ
ロ
シ
マ
言
説

を
含
め
た
検
閲
の
全
実
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｃ
Ｃ
Ｄ
〈
民
間

検
閲
支
隊
〉
に
よ
る
検
閲
の
実
態

｜
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
広
島
県
雑
誌
２
２
６
誌

の
場
合
｜
」（
岩
崎
文
人
・
植
木
研
介
・
宇
吹
　
曉
・
槇
林
滉
二
、
平
成
16
・

３
）
に
お
い
て
、
広
島
県
雑
誌
の
約
半
分
の
調
査
を
終
え
て
い
る
が
、
二
〇
〇

八
〈
平
成
二
〇
〉
年
三
月
に
は
、
そ
の
す
べ
て
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。）

検
閲
の
実
態
は
今
後
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
よ

う
な
資
料
を
も
と
に
言
及
す
る
か
に
よ
っ
て
、
主
張
点
が
異
な
る
、
と
い
う
こ

と
に
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
検
閲
の
指
摘
を
受
け
て
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い
る
部
分
を
抽
出
し
そ
れ
を
強
調
す
る
か
、
指
摘
を
受
け
て
い
な
い
も
の
を
根

拠
と
し
て
論
じ
る
か
に
よ
っ
て
、
導
か
れ
る
結
論
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
し
、
重
要
な
の
は
、
検
閲
の
実
態
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

も
、
戦
後
の
一
時
期
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
占
領
下
時
代
、
検
閲
が
行
わ

れ
、
表
現
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

注
１
　
島
田
昭
男
編
「
年
譜
｜
原
民
喜
」（『
原
民
喜
戦
後
全
小
説
上
』
講
談
社

文
芸
文
庫
、
平
成
７
・
７
）

注
２
　
黒
古
一
夫
「
作
家
案
内
｜
大
田
洋
子
」（『
屍
の
街
・
半
人
間
』
講
談
社

文
芸
文
庫
、
平
成
７
・
７
）

注
３
　
た
と
え
ば
、『
原
民
喜

｜
人
と
文
学
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
15
・
８
）

等
。

注
４
　
上
林
　
暁
「
伏
字
」（「
文
芸
」
昭
和
二
九
年
四
月
号
）

注
５
　
木
下
尚
江
『
火
の
柱
』（
改
造
社
版
「
現
代
日
本
文
学
全
集
第
三
十
九

巻
」
所
収
昭
和
五
年
九
月
）

注
６
　
本
稿
は
、
岩
崎
文
人
編
『
ヒ
ロ
シ
マ
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
た
か
｜
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
占
領
下
の
原
爆
表
現
｜
』（
平

成
19
・
８
）
に
基
づ
く
。
な
お
、
翻
字
に
あ
た
っ
て
、
判
読
不
能
の
文
字

は
□
印
で
示
し
、
数
行
に
わ
た
る
部
分
等
は
そ
の
旨
記
し
た
。

注
７
「
ギ
ン
ノ
ス
ズ
一
・
二
ネ
ン
ノ
ト
モ
」
10
（
昭
和
21
・
10
）

注
８
「
暁
笛
」
第
２
・
３
合
併
号
（
昭
和
21
・
７
）

注
９
「
新
生
」
第
十
五
号
（
昭
和
23
・
11
）

注
10

「
ス
パ
イ
ア
」
四
月
号
（
昭
和
24
・
４
）

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
助
成
「
課
題
番
号
１
７
５
２
０
１
１
６
」

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
広
島
大
学
）
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